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今シーズンのウミガメの産卵・孵化まとめ （保護活動）

親子による海岸の夜間巡回 （保護活動）

脇本海岸 渚だより
第15号（期間：2025年7～9月）

脇本海岸のハマボウ（7月）
鹿児島県の準絶滅危惧種
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1 6/14 119 99 83% 有 8/8 55日

2 6/30 155 109 70% 有 8/19 50日

3 7/14 120 100 83% 無 9/2 50日

（≒孵化日数）

孵化が終わった全ての場所を鹿児島水族館の学芸員と
合同調査しました。今回初めて、産卵から脱出までの巣の
温度を測定できました。その結果、オスとメスの生まれる確
率が50：50になる理想的な巣の温度（平均29℃）であったこ

とがわかりました。記録的な高温の夏でしたが、砂の中はう
まく温度調節ができており驚きです。２か所は海水に浸か
る場所に産卵したため、卵を移設しましたが、孵化率も
70％以上で移設の方法も適切であったと思われます。保護
活動の詳細は裏面の特集をご覧ください。

昨年好評だった夜間の砂浜の巡回を、今年も夏休み期
間に開催しました。7日間で計13組の親子と市職員含め
43人が参加しました。ウミガメには静かで真っ暗な海岸が

必要なため、ウミガメ保護監視員の引率のもとに、ウミガ
メの産卵場所、夜間に活動するスナガニ、夜に咲く草花な
どを観察しながら、夜の砂浜の雰囲気を体感できたはず
です。往復３Kmを歩き終えて、子供だけでなく親御さんも
「とても楽しかった」とのことでした。

巡回前の注意事
項と、ライトに赤
フィルムを付け
て準備完了

夕日をバック
に記念撮影

いざ、出発！

鳥の写真と剥製の展示会 （海岸の魅力の広報）

鹿児島県内で撮影された美しい鳥の写真と脇本海岸で
見られる鳥の剥製を、脇本公民館の1階ロビーで9月24日
から1週間展示しました。26日には脇本小3年生全員と校
長先生など引率の先生を含めて約40名が剥製に見入っ
たり、かわいい鳥の写真に歓声を上げていました。
期間中28日（日）には愛宕川から若宮神社周辺で開催
した探鳥会に、市内外から30名が集まり、17種類の鳥を
観察しました。砂浜ではシロチドリを７羽確認できたので、
来シーズンこそは産卵して雛が巣立ってほしいものです。

高齢者学級と児童クラブへ出前講座 （啓蒙活動）

１．馬場集落の高齢者学
級に下村集落からも参
加があり、「脇本海岸の
自然と歴史を学ぶ講座」
を若宮神社で開催しまし
た。“地域のことをもっと
知りたいね”と盛り上がり
ました。

２．山下と鶴川内の児童
クラブの合同ウミガメ講
座を開催しました。脇本
海岸に行ったことがない
子供が半数以上いまし
たが、これを機に遊びに
来てほしいものです。

３．阿久根以外で初めて、
出水市上中自治公民館
において「ウミガメ保護
活動」を紹介しました。
子供だけでなく大人も、
初めて聞く脇本海岸の
ウミガメの話や甲羅の
実物に興味津々でした。



6/30産卵のウミガメ
保護活動のサイクル

今シーズンの上陸・産卵から子ガメが海に帰るまでの流れをまと

めてみました。人の手を借りて様々な困難を乗り越えていかざるを

得ないウミガメの繁殖の現状を理解していただければと考えます。

上陸前の準備作業（6/19撮影）

産卵可能場所には波により削られた
１ｍ程の段差ができ、カメが上がれ
ないため傾斜をつける作業を実施

孵化まであと
数日の8/11に

高波で巣の砂
が半分流出
するも、奇跡
的に卵は無
事に残る

見込み通り、この場所に上陸するも、草
のためか穴を掘れず、４回も上り下りし
て、結局浸水域に降りて産卵

6/30産卵確認

ようやく探り当てた
産卵場所

すぐに海水に浸からない近くの高所に、巣
のサイズなどを再現して150個の卵を移設

土嚢で
巣を保
護する

8/18～19日にかけての夜中
に相当数が一斉に巣から脱
出し海へ向う

その後も１週間脱出が続き、孵化が
終了し、巣の堀上調査（8/28)をする

巣を掘り上げ、脱
出したあとの卵の
殻と、死んだ卵を
トレーに並べて孵
化率などを調べる

孵化していない卵
は、割って状態を
確認する。中身が
ドロドロに腐ったも
の、ウミガメの形は
できているが殻の
中で死んだもの、
殻を破ったが、脱
出の途中で死んだ
ものなどに分けて
孵化環境の状態を
考察する
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